






1.研究目的 

経口避妊薬は間脳下垂体卵巣系に作用して排卵を抑制するために,長期間服用後の妊娠例

では変性卵や過熟卵の排卵・受胎により胎児への障害を起こす可能性がある。 

そこですでに著者らは Wistar 系ラットを用いて, 

(1)性ステロイドの雌ラットの性周期および妊孕性に及ぼす影響 

(2)妊娠以前および妊娠中に性ステロイドを投与した際の胎児に及ぼす影響 

(3)妊娠以前の性ステロイド投与による黄体数および着床数に及ぼす影響 

(4)妊娠以前の性ステロイド投与による妊卵の染色体数に及ぼす影響などについて検討し,

性ステロイド投与量の増加が妊孕性を低下させることを明らかにし,とくに比較的早期に

妊卵の吸収が起っている可能性を示唆した。そこで未着床妊卵の構造を詳細に検討する基

礎的検討を行なった。 


